
　このたび、第13回泌尿器画像診断・治療技術研究会（JSURT）を2026年8月7日（金）～8日（土）にウエスティン都ホテル京都にて、兵庫医科
大学 泌尿器科・放射線科が担当幹事として開催させていただくことになりました。10年以上の歴史を持つ本研究会を担当させていただく貴重な
機会を賜りましたこと、大変光栄に存じます。
　第13回の本学会のテーマは「泌尿器放射線医療の新局面：Take a step forward to a new stage」とさせていただきました。いまや泌尿
器科領域において放射線科医療はなくてはならない必須の技術です。手術で切除不能な癌病巣に姑息的に放射線を照射していたのは「今は
昔」、ラジオ波焼灼、冷凍凝固、動脈塞栓術、定位放射線治療などによる局所療法、さらにはCT、MRI、PETなどの診断技術、これらのテクノロ
ジーがあらゆる分野において瞬く間にすさまじい進化を遂げています。これらの最新鋭の技術をいかに泌尿器科医と放射線科医が協力してより
成績の良い治療法として臨床に適用できるかが我々に課された使命です。
　たとえば、最近の話題としては、去勢抵抗性前立腺癌に対するPSMA-PET診断とそれにつづくPSMA-Lu治療が本邦でついに承認され臨
床応用が開始されます。これは多くの患者様や医療関係者が待ちに待っていた技術です。その一方で、既存の手術療法・放射線療法・薬物療法
があるなかに、この診断・治療法がどこにポジションを占めるのかまだ不明な点も多く、医療現場でこれからさまざまな経験が積まれてはじめて実
臨床のなかに馴染んでいくものと考えられます。そのような意味合いにおいては、まさに本研究会が、新規と既存の技術を融合させより効率的で
より安全な医療につなげる架け橋となることを願ってやみません。
　本研究会への皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。

2日目　　2026年8月8日（土）2日目

※プログラムに記載しておりますタイトルや演者名は予定となっております。最新の情報や変更情報などはホームページに随時アップいたしますのでご確認ください。

 

 

 

 

 

1日目　　2026年8月7日（金）1日目

17:25 イブニングセミナー1　「次世代CT、Photon-counting CTが臨床に与えるインパクト」

18：20～ 情報交換会「ポスター・展示会場内」にて

14:25 休　憩

15:20 休　憩

16:25 休　憩

13:35 セッション1　「前立腺がんの最新画像診断」

ランチョンセミナー1　「前立腺癌の治療戦略を考える」12:30

12:25 休　憩

11:45 カッティングエッジセミナー　「前立腺肥大症に対するPAE(Prostate Artery Embolization)の最前線」

13:30 休　憩

 【座長】 和田 耕一郎（島根大学・泌） 大須賀 慶悟（大阪医科薬科大学・放）

（神戸大学・放）

【共催】 ヤンセンファーマ株式会社/日本新薬株式会社

陣崎 雅弘

村上 卓道

mCSPC治療における画像診断の役割

治療効果判定におけるSMIの有用性について
前立腺癌診療における画像診断の現在地

【座長】 大家 基嗣（国際医療福祉大学・副学長）

上野 嘉子（神戸大学・放）

放射線科からの立場から 市橋 成夫（奈良県立医科大学・放）

浮村 理 （京都府立医科大学・泌）

曽我 茂義（獨協医科大学・放）
中島 彩 （シーメンスヘルスケア㈱CT事業部）

【共催】 キヤノンメディカルシステムズ株式会社

SIEMENS Healthineersから最新情報の提供
NAEOTOM Alpha.Primeの臨床的有用性

15:25 一般演題　口演

 14:30 セッション2 「腎臓疾患に対する凍結療法のUp to Date」

後藤 駿介（佐賀県医療センター好生館・泌）
廣田 達哉（京都府立医科大学・放）

凍結療法適応拡大～結節性硬化症に伴う腎血管筋脂肪腫～ 
複雑な腎癌症例における凍結療法の実際とその選択基準

 

【共催】 ボストン・サイエンティフィックジャパン株式会社

【共催】 ノバルティスファーマ株式会社

【座長】 江藤 正俊（福岡中央病院・泌） 山門 亨一郎（兵庫医科大学・放）

 16:30 セッション3 「診断と治療の融合、セラノスティクス　- Lu-PSMA治療の最新情報 -」

吉田 宗一郎（東京科学大学・泌）
伊藤 公輝 （国立がん研究センター中央病院・放）

PSMAセラノスティクス：エビデンスから実臨床へ
核医学治療導入の鍵は”つながり”にあり ー施設間・施設内のネットワークで未来を拓くー

 
【座長】 小島 祥敬（福島県立医科大学・泌） 志賀 哲（福島県立医科大学・放）

【座長】 杉村 和朗 （兵庫県病院局・放）

【座長】 東 治人（大阪医科薬科大学・泌）
橋本 浩平（札幌医科大学・泌）

泌尿器科の立場から 後藤 大輔（奈良県立医科大学・泌）

【共催】 シーメンスヘルスケア株式会社

11:40 開会の辞

第13回 J SURTプログラム

 
  

  

  尿道外傷の画像診断
病変の由来を考える～腎泌尿器領域でよく出会う疾患を中心に～

兼松 明弘（兵庫医科大学・泌）
（慶應義塾大学・放）八木 文子

8:00 モーニングセミナー　「Precision Urologyを加速するAI― MRI診断から融合生検の新展開」

16:45 閉会の辞

セッション4　「骨シンチグラフィのポテンシャル ～癌の骨転移診断プラスα～」8:55

10:45 一般演題　ポスター

【座長】 釡井 隆男（獨協医科大学・泌） （慶應義塾大学・放）

【座長】 藤井 靖久（東京科学大学・泌） 玉田 勉（川崎医科大学・放）

 
前立腺癌治療におけるBSIの活用～病勢評価からMRONJの検出まで～ 木島 敏樹
前立腺癌転移巣の画像診断～骨シンチグラフィからPSMA-PETまで～ 北島 一宏

 （獨協医科大学・泌）
（兵庫医科大学・放）  

【共催】 PDRファーマ株式会社

MRI超音波融合前立腺生検の現況とAIを用いた今後の展望 小林 正貴
AI が深化させる前立腺 MRI：SmartSpeed Precise と Triple AI DWI による高精細化の実現 西岡 典子

（東京科学大学・泌）

（北海道大学・放）
【共催】 株式会社フィリップス・ジャパン

【共催】 ブラッコ・ジャパン株式会社

8:50 休　憩

 
 

セッション5　「前立腺癌の診断/治療の現在地」9:50

PSMA-PET時代におけるWhole body MRIの位置づけ ー前立腺癌治療Gatekeeperとしての役割についてー 片平 和博
 
（熊本中央病院・放）

腫瘍特性・治療の変化に応じた画像フォローアップ
RLT時代に活用すべき画像モダリティとは？

鈴木 和浩（群馬大学・泌）
若林 大志（金沢大学・放）

mHSPC治療におけるジレンマと今後への期待 髙口 大 （北里大学・泌）

【共催】 アステラス製薬株式会社

9:45 休　憩

10:40 休　憩

11:45 休　憩

13:05 休　憩

セッション6　「診断の壁を超える」13:10

石神 康生（九州大学・放）【座長】 山本 新吾（兵庫医科大学・泌）

11:50 ランチョンセミナー2　「RLT選択のための画像フォローアップと骨SPECT定量評価」
平木 隆夫（岡山大学・放）【座長】 小村 和正（川崎医科大学・泌）

楫 靖（島根大学・放）【座長】 杉元 幹史（香川大学・泌）

【共催】 日本メジフィジックス株式会社
12:50

  

  

 

腎腫瘍(案)  
前立腺癌(案)

PSMA診療の実際 ― PET診断からLu治療までの運用と現状・展望
去勢抵抗性前立腺癌診療での治療意思決定を支える画像診断とPSMA theranostics

山本 亮 （川崎医科大学・放）

竹山 信之（昭和医科大学藤が丘病院・放）

三宅 牧人 （奈良県立医科大学・泌）

本田 有紀子（中国労災病院・放）腎盂・尿管癌の画像診断　何がどこまでわかるのか？
腎盂・尿管癌診療の足腰を鍛える： 周術期治療効果の最大化

【共催】 バイエル薬品株式会社

セッション7　「泌尿器腫瘍における画像診断の役割（MRI診断を中心に）」14:05

【座長】 伊藤 明宏（東北大学・泌） （東北大学・放）高瀬 圭

溝上 敦 （金沢大学・泌）

磯田 拓郎（九州大学・放）

【座長】 伊藤 敬一（防衛医科大学校・泌） 山田 惠（京都府立医科大学・放）

 

14:00

  

  

  

 【共催】 GEヘルスケア・ジャパン株式会社

【共催】 小野薬品工業株式会社/ブリストル・マイヤーズスクイブ株式会社

セッション8　「前立腺癌診療の最前線：Theranostics時代における画像診断とPSMA診療の実際」15:00

野崎 太希（防衛医科大学校・放） 【座長】 三宅 秀明（神戸大学・泌）  
イブニングセミナー2　「腎盂・尿管癌の画像診断と周術期治療」15:55

14:55

15:50

第13 回 JSURT当番幹事　山本　新吾／山門　亨一郎

事務局連絡・Best Oral Award Best Poster Awardの表彰

休　憩

休　憩

休　憩17:20 休　憩

泌尿器放射線医療の新局面 Take a step forward to a new stageテーマ：




